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私 は 私の 心の 内に 善と悪と を感 別す る 力の 存在す る 

こと を 信ずる。 それ は 未だ 茫漠 として、 明かな 形 を 成 

して はゐ ない けれど、 確かに 存在して ゐる。 私 はこの 

力の 存在の 肯定から 出発す る。 私 はこの 善と悪と に感 

じる 力 を 人間の 心に 宿る 最も 尊き ものと 認め、 そして 

この 素質 を さながら 美しき 宝石の 如くに 愛で 慈しむ。 

私 は 私が その 中に 棲んで ゐ る- J の エゴ イス ティッシュ 



虚妄で ある ことの 証明に はならない。 説明で きない か 

ら 存在 しないと は 云へ ない。 凡そい かなる 意識と 雖も 

完全に は 説明で きる もので はない。 そして 深奥な 意識 

ほど 益※ 概念への 翻訳 を 超越す る。 倫理学の 役目 は、 

私たちの 道徳的 意識 を 概念の 様式で 整理して、 理性の 

目に 見える やうに (veransdlaulicilen) する ことに あ 

つて、 その 分析の 材料と なる もの は、 私たちの 既に 持 

つて ゐる 善悪の 感じで ある。 善と は 何かとい ふこと は 

今の 私に も 少しし か 解って ゐ ない。 私 は 倫理学の 如き 

方法で この 問に 答へ 得る と は 信じない。 善悪の 相 は、 

私たちの 心に 内在す る朧げ なる 善悪の 感じ を 便りに、 



物 を 観る のに 善. 悪の 区別 を 消却す るの は、 恰も 物体 

に 一 つの ディメンション を 認めない やうな ものである _ 

人生に 一 つの 出来事が あれば、 必ず 一 面に 於て 道徳的 

出来事で ある。 而 して 私 は その ザ ィテに 最も 重大に 関 

心して 生きねば ならぬ と 感ずる ので ある。 それ は 何故 

であらう か？ 私 はよ く 解らない。 恐らく この 価値の 

感じが 他の 価値の 感じよりも 一 層 魂の 奥から 発する か 

ら であらう と 思 はれる。 私たちが 真に 感動して 涙 を こ 

ぼす の は、 善に 対してで ある。 美に 対してで はない。 

もし 美学的なる もの das Aesthetische と 倫理学 的な 

る もの das Ethische と をし ばらく 分けるならば、 私 



と 云 ふ トルストイの 芸術論が 如何に 偏して ゐて も、 其 

処には 深い グ ルンドが ある。 素より 道徳 を 説明し 或は 

説教 せんとす る アブジ ヒトの 見え透く やうな 作品から 

は、 純なる 芸術的 感動 を 生ずる こと はでき ない けれど 

も、 たと ひその 作に は 際立った 道徳的の 文字な ど用ゐ 

てな くと も、 その 作の 裏 を 流れて ゐる、 或は 寧ろ 作者 

の 人格 を 支配して ゐる ところの 人間性の 深い、 悲しい、 

或は 恐ろしい 善悪の 感じが 迫って 来る やうな 作品 を 私 

は 尊ぶ。 決して ィ ー ス セ ティ シズム だけで 深 い 作が 出 

来る もので はない。 素より 善 • 悪の 感じと いっても、 

私 は 深い、 溶けた、 輝いて ゐる 純粋な 善. 悪の 感じ を 



指す のであって、 世の中の 社会的 善悪 や、 パリ サイの 

善 をい ふので はない。 それらの 型と 約束 を 一切 離れて 

も、 私たちの 魂の 内に 稟在 する、 先験的の 善悪の 感じ、 

それ はも はや、 決して 彼の 自然主義の 倫理学 者た ちの 

説く やうな、 群居 生活の 便利から 発した やうな 方便 的 

な もので はなく、 聖書に 録 された る 如く、 魂が つくら 

れた 時に 造リ 主が 附 与した る 属性と してでなくて は、 

その 感じ を 説明で きない やうな 深い、 霊的な 善悪の 感 

じ を 指す ので ある。 かかる 善. 悪の 感じ は、 芸術で な 

くて は 表現す る こと はでき ない。 ドスト イエ フス キ ー 

や スト リンドべ ルヒ 等の 作品に はこの やうな 道徳的 感 



は、 差別 を 消して 一 様な ホモ ゲンな ものと して 肯定す 

るのと は 全く 異なって ゐる。 大小. 美醜. 善悪 等の 差 

別 は そのまま 残して、 その 全体 を 第三の 絶対 境から 包 

摂 して 肯定す るので ある。 その 差別 を 残して こそ、 あ 

るが ままと 云へ るので ある。 ブレ— クが 「神の 造リ給 

うた もの は 皆 善い」 と 云った の は、 後の 意味での 自由 

の 地からで ある。 ニイ チェの 願った 如く 「善悪の 彼方 

の 岸」 に 出づる こと は、 決して 善悪の 感じ を 薄く して 

消す ことによって 達せられ るので はなく、 却って その 

対立 を 益※ 峻 しくし、 その 特質 を ドイト リツ ヒに 発揮 

せしめて 後に、 両者 を 含む より 高き Is 理で 包摂す る こ 



「罪の 価 は 死なり」 と ある 如く、 罪 を 犯せば 魂 は 必ず 一 

度 は 死なねば ならぬ。 魂 は、 さながら 面 を裹む 皇后が 

いかなる 小さき 侮辱に も得堪 へぬ やうに、 一 点の 汚み 

にも 恥ぢて 死ぬ ほど 純潔な ものである。 モン ナが 夫に 

貞操 を 疑 はれた 時に、 「私の 眼 を 見て 下さい」 と 云 ふと 

ころが あるが、 私 は 彼処 を 読む 時に 実に 純潔な 感じが 

した。 裁かぬ とい ふの は 尊い 徳 である。 併し これと 似 

て 而も 最も 嫌な のはズ ボラ (indulgence) である。 好 

人物と いふ 感じ を 与 へ る 人に はこの ズ ボラが 多い。 

『アンナ • カレン ナ』 の 中の ォ ブロン スキ ー の やうな 人 

がそれ である。 ォ ブロン スキ ー は 好人物で ある。 誰も 



れ たる 刑罰で あると いふ、 トルストイ や スト リンドべ 

ルヒ 等の 思想が、 今までの 思想のう ちで は 最も 私を満 

足させる。 その他の 考へ 方で は 天に 対する 怨嗟と 不合 

理の 感じから 医せられ る こと はでき ない。 「ああ 私 は 

私が 知らない 昔 悪い 事 をした の だ、 その 報いだ」 かう 

思 ふと、 自ら 跪かれる 心地が する。 「夫れ 太初に 道 あ 

はじめ 

り、 万の 物 これに 由り て 創ら る ご と ヨハネ 伝の 首に 

録 された る 如く、 世界 を 支へ る 善. 悪の 法則 を 犯せば 

必ず 罰がなくて はなるまい。 是れ 中世の 神学者 の 云つ 

た 如く、 神の 自律で も あらう。 私たちの 罪 は 償 はれな 

くて はならない。 併し 百の 善行 も、 一 つの 悪行 を 償 ふ 



こと はでき ない。 私たち は 善行で 救 はれる こと はでき 

ない。 救 ひ は 他の 力に 依る。 善行の 功に 依らず 愛に 依 

つて 赦 される ので ある。 宗教の 本質 は その 赦し にある。 

併し 善くなら うとす る 祈りがないならば、 己れ の 罪の 

深 重なる こと も、 その 赦 されの 有り難 さも 解り はしな 

いで あらう。 例へ ば 親鸞が 人間 の 悪行 の 運命的な る マ J 

と を 感じた の は、 永き 間の 善くなら うとす る 努力が、 

積んでも 積んでも 崩れた からで ある。 比數 山から 六角 

堂まで 雪 ふる 夜の 山道 を 百日 も 日参した 程の 親鸞 なれ 

ば こそ、 法然 上人に 遇った 時 即座に 他力の 信念が 腹に 

入った ので ある。 その 時赦 されの 有り難 さがい かに 



人間の 心 は 微妙な 複雑な 動き 方 をす る ものである。 

生きた 心 は 様々 の モチ— フゃ モメントで その 調子 や 方 

向 を 変ずる。 私 は 決して 善. 悪の 二つの 型 を 以て それ 

を 測り 切らう とする ので はない。 善と悪と は 人の 心の 

内で 分ち 難く 鏈れ 合って 働く。 噓 から 出た 誠 も あれば 

誠から 出た 噓も ある。 只 それらの 心の 動乱の 中 を 貫き 

流れて 稲妻の 如く 輝く 善が 尊い ので ある。 ドスト イエ 

フス キ ー の 作な どに 描かれて ゐる やうに、 怒り や 憎み 

の 裏 を 愛が 流れ、 争 ひや 呪 ひの 中に 純な 善が 耀 くので 

ある。 私 は それらの 内面の 動揺の 間に 次第に 徳を 積み、 

善の 姿 を 知って 行きたい。 人生の 様々 の 悲しみ や 運命 



を 受ける 毎に、 心の 眼 を 深めて、 先き に は 封 じられ て 

ゐ たもの の 実相 も 見える やうに なり、 捨てた もの を も 

拾 ひ、 裁いた もの をも赦 し、 漸く 心の中から 呪 ひ を 去 

つて、 万人の 上に 祝福の 手 を 延ばす やうに、 博く 大き 

くな りたい ので ある。 魂の 内なる 善の 芽 を 培うて、 「空 

の 鳥 来たって その 影に 棲む」 やうな 豊かな 大樹と なし 

たいので ある。 造り 主の 名に よって 凡ての 被 造 物と 繫 

りたい ので ある。 ああ、 私 は 聖者に なりたい。 (かく 

願 ふこと が ゆるさる るなら ば) 聖者 は 被 造 物の 最大な 

る ものである。 併しながら、 聖者と いっても、 私 は 水 

晶で つくられ たやうな 人 を 描く ので はない。 私の 描く 
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• 表記に ついて 

本文 中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (正 外字) が 
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使われて いる。 
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